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江戸時代の浮世絵制作の常識を、あらゆる側面から打ち破った

革新的な版画家、吉田博。彼の創造的な精神は、ふたりの息子へ、

さらには孫へと、世代を越えて受け継がれた。そしてその一人ひとりが、 

ほかの誰とも違う独自の解釈を作品のなかに落とし込み、

芸術家としての表現に活かしている。

文   橋本 麻里

褪せない
層を重ねて
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筆
者
の
住
む
神
奈
川
県
逗
子
市
に
は
小
さ

な
海
岸
が
あ
り
、
空
気
が
澄
ん
で
い
れ
ば
波

の
向
こ
う
に
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

快
晴
の
朝
は

飾
北
斎
﹁
神
奈
川
沖
浪
裏
﹂

そ
の
も
の
の
風
景
だ
が
、
日
没
の
光
が
山
か

ら
海
へ
美
し
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く
夕
暮

れ
は
、
北
斎
の
約
1
0
0
年
後
に
生
ま
れ
た
吉

田
博
︵
1
8
7
6
〜
1
9
5
0
年
︶
の
木
版
画
の

色
合
い
を
連
想
さ
せ
る
。

 

江
戸
時
代
中
期
の
日
本
で
花
開
い
た
浮
世

絵
︵
多
色
摺
木
版
画
︶
は
、
版
元
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
基
づ
い
て
、
絵
師
・
彫
師
・
摺
師
が
分

業
で
制
作
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
技
術
は
江
戸

時
代
末
期
に
頂
点
を
極
め
た
が
、
明
治
時

代
に
入
っ
て
、
銅
版
画
や
石
版
画
な
ど
新
し

い
技
術
の
台
頭
、
そ
し
て
分
業
制
ゆ
え
の
作

家
性
の
希
薄
さ
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
衰
退

し
て
い
く
。
そ
の
一
方
で
、
欧
米
か
ら
の
浮

世
絵
の
引
き
合
い
は
増
え
て
い
た
。
こ
れ
に

呼
応
し
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
と
は
異
な
る
、

新
し
い
時
代
の
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し

い
木
版
画
の
創
出
を
求
め
た
版
元
、
画
家
た

ち
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
の
が
、
後
に
﹁
新
版

画
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
だ
。

 

江
戸
以
来
の
分
業
シ
ス
テ
ム
を
生
か
し
つ

つ
、
近
代
的
な
作
家
性
の
確
立
も
目
指
し
た

新
版
画
の
画
家
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
で
知
ら
れ
る
の
が
吉
田
博
で 

あ
る
。
そ
し
て
博
の
妻
、
ふ
じ
を
︵
1
8
8
7
〜

1
9
8
7
年
︶、
博
と
ふ
じ
を
の
息
子
、
遠
志

︵
1
9
1
1
〜
1
9
9
5
年
︶・
穂
高
︵
1
9
2
6
〜 

1
9
9
5
年
︶、
穂
高
の
妻
、
千
鶴
子
︵
1
9
2
4

〜
2
0
1
7
年
︶、
穂
高
と
千
鶴
子
の
娘
、
亜

世
美
︵
1
9
5
8
年
〜
︶
ま
で
、3
世
代
に
わ

た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
高
い
評
価
を
受
け
る
画
家

を
輩
出
し
続
け
て
き
た
、
き
わ
め
て
珍
し
い

﹁
家
系
﹂
で
も
あ
る
。

 

幼
少
期
か
ら
絵
を
好
ん
だ
博
は
、
中
学

校
の
図
画
教
師
を
し
て
い
た
吉
田
嘉
三
郎

︵
1
8
6
1
〜
1
8
9
4
年
︶
に
画
才
を
見
込
ま

れ
、15
歳
で
吉
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
博

は
西
洋
絵
画
を
志
し
て
18
歳
で
上
京
。
水
彩

画
を
中
心
に
作
品
制
作
に
励
み
、
23
歳
の
時

に
友
人
の
画
家
と
ふ
た
り
、
わ
ず
か
な
資
金

と
作
品
を
抱
え
て
ア
メ
リ
カ
渡
航
を
企
て

る
。
国
内
外
の
協
力
者
た
ち
の
力
も
借
り
て
、

1
8
9
9
年
に
デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
で
二
人

展
の
開
催
に
漕
ぎ
着
け
た
。
さ
ら
に
こ
の
売

り
上
げ
を
元
手
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
足
を
延

ば
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ

タ
リ
ア
を
巡
り
、
再
び
ア
メ
リ
カ
の
地
を
踏
ん

で
か
ら
帰
国
す
る
。

 

以
後
も
博
は
、
長
期
に
わ
た
る
世
界
旅
行

へ
繰
り
返
し
出
か
け
た
。
行
く
先
々
で
未
知

の
風
景
を
眺
め
、
ス
ケ
ッ
チ
し
、
作
品
と
し
て

描
き
上
げ
、
展
示
し
、
販
売
す
る
と
こ
ろ
ま

で
を
自
ら
で
や
り
遂
げ
て
し
ま
う
。
な
ん
と

恐
る
べ
き
行
動
力
で
は
な
い
か
。
2
度
目
の

世
界
旅
行
に
は
、
や
は
り
絵
を
学
ん
で
い
た

［前ページ］

吉田博は、作品の題材となる

風景を求めて世界中を旅した。

1930年には、長男の遠志と
共にインドと東南アジアを

めぐった。「タジマハルの朝霧 
第五」では、14の版木を用い、

55版もの摺りを重ね、
複雑な色調を表現した。

［当ページ］

吉田博の「八甲田山睡蓮沼」

（1929年制作）。この作品では、
秋の紅葉を描くために 
12以上の版木を用い、 
35版以上の摺りを重ねた。
［次ページ］

「マタホルン山」（1925年
制作）では、昼と夜の2種類の
バージョンが制作された。 
左下には、自筆のサインと赤い

エーデルワイスの花の刻印が

見られる。
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［当見開きページ］

1972年以降、吉田遠志は、
旅先で目にした野生動物を

題材とした自然主義的な

版画制作へと傾倒していった。

（左上）1977年の作品
「ゼントウペンギン」は、彼の

南極訪問の経験をもとに制作。

（下）「トムソンガゼル」

（1972年制作）では、ふたつの
版木で平行線を重ねることで

疾走感を出している。

（右上）1987年の作品
「黒ひょう」からは「静寂」と

「瞬発力」が感じられる。

このふたつの要素は、遠志の

作品にしばしば見られる 
特性であると、吉田家について

研究していた学者のユージン · 
スキッベは述べている。
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15
歳
の
義
妹
を
伴
っ
た
。
博
は
ま
ず
ア
メ
リ

カ
各
地
で
水
彩
画
の
兄
妹
展
を
成
功
さ
せ 

た
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
フ
リ
カ
各
国
を
、 

3
年
に
わ
た
っ
て
旅
し
て
い
る
。
こ
の
義
妹
が

後
に
妻
と
な
る
、
ふ
じ
を
で
あ
っ
た
。

 

こ
う
し
て
風
景
を
専
門
と
す
る
水
彩
、
油

彩
の
画
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
き
た
博

が
、
木
版
画
を
本
格
的
に
手
が
け
る
よ
う
に

な
る
の
は
、49
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
。
そ

れ
以
前
か
ら
博
は
、
新
版
画
を
手
が
け
る
版

元
か
ら
の
依
頼
で
、
木
版
画
の
制
作
に
も
関

わ
っ
て
い
る
。
だ
が
依
頼
仕
事
で
は
、
何
も
か

も
思
う
通
り
に
、
と
は
い
か
な
い
。
若
い
頃
か

ら
﹁
絵
の
鬼
﹂
と
異
名
を
と
っ
た
完
璧
主
義
の

博
は
、
木
版
の
彫
り
、
摺
り
の
高
度
な
技
術

を
習
得
す
る
一
方
、
彫
師
、
摺
師
の
職
人
を

ア
ト
リ
エ
に
抱
え
、
細
部
に
わ
た
る
徹
底
的
な

指
示
・
監
督
の
下
、
時
に
自
ら
も
彫
り
・
摺
り

に
加
わ
り
な
が
ら
、
版
元
に
頼
ら
な
い
私
家

版
木
版
画
の
制
作
に
乗
り
出
し
た
の
だ
。

 

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
は
5
か
ら
十
数
版
く

ら
い
ま
で
が
多
か
っ
た
が
、
博
は
平
均
で
も

30
版
以
上
、
時
に
は
90
版
と
い
う
驚
異
的
な

多
色
摺
に
よ
っ
て
、
光
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や

空
気
の
質
感
ま
で
を
繊
細
に
表
現
し
た
。
特

に
﹁
ね
ず
み
版
﹂
と
呼
ば
れ
る
灰
色
の
色
版

を
多
用
し
、
色
調
の
濃
淡
・
明
暗
を
繊
細
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
こ
の
技
法
は
江
戸

時
代
の
浮
世
絵
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、

西
洋
の
版
画
で
は
色
調
を
増
や
す
た
め
に
明

暗
版
を
用
い
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
浮
世

絵
と
い
う
と
、
印
象
派
を
は
じ
め
と
す
る
西

洋
絵
画
へ
の
影
響
ば
か
り
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
多
い
が
、
博
も
ま
た
、
西
洋
の
技
法
に

触
発
さ
れ
な
が
ら
、
伝
統
的
な
浮
世
絵
の
再

生
を
志
し
た
の
で
あ
る
。

 

遠
志
・
穂
高
の
兄
弟
も
、
父
と
共
に
世
界

中
を
旅
し
て
き
た
。
長
男
の
遠
志
が
特
に
惹

き
つ
け
ら
れ
た
の
は
動
物
で
、
顕
微
鏡
で
や
っ

と
そ
の
形
を
と
ら
え
ら
れ
る
微
生
物
か
ら
、
ア

フ
リ
カ
の
大
地
を
疾
走
す
る
チ
ー
タ
ー
、
ゾ
ウ

の
群
れ
な
ど
の
野
生
動
物
ま
で
を
、
卓
越
し

た
観
察
眼
で
と
ら
え
、
表
現
し
た
。
遠
志
が

晩
年
に
心
血
を
注
ぎ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
高
い

評
価
を
受
け
た
﹁
動
物
絵
本
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
通

し
て
、
そ
の
絵
に
息
を
呑
ん
だ
記
憶
を
持
つ

人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

 

一
方
、
穂
高
は
、
油
彩
や
短
歌
か
ら
創
作

の
道
に
入
り
、
兄
と
共
に
旅
し
た
中
米
で
マ
ヤ

文
明
の
遺
跡
に
強
い
衝
撃
を
受
け
、
原
始
美

術
か
ら
着
想
を
得
た
抽
象
木
版
画
を
制
作
の

中
心
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
吉
田
家

の
現
役
作
家
、
亜
世
美
は
、
大
学
で
建
築
史

を
専
攻
し
、
留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
触
れ
、
版
画
に
興
味
を

持
っ
た
と
い
う
変
わ
り
種
だ
。
現
在
は
、
ア

メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
版
画
技
法

を
含
む
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
発
表
し

て
い
る
。﹁
生
前
の
祖
父
に
会
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
色
の
重
な
り
を
ど
う
計 

算
し
て
い
た
の
か
、
あ
れ
ほ
ど
完
璧
な
版
画
を

ど
う
つ
く
っ
た
の
か
と
、
作
品
を
見
る
た
び

に
驚
か
さ
れ
ま
す
﹂
と
亜
世
美
は
話
す
。

 

芸
術
へ
の
情
熱
と
技
術
へ
の
敬
意
を
積
み

重
ね
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
は
独
立
し
た
画
風

を
確
立
す
る
。
そ
の
絵
ば
か
り
で
な
く
、
畏
敬

す
べ
き
一
族
の
歴
史
も
ま
た
、
大
河
小
説
の
ご

と
き
魅
力
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。 

オ
ー
ナ
ー
・
エ
リ
ア
﹁
マ
ガ
ジ
ン
・
エ
キ
ス
ト

ラ
﹂
に
て
、
こ
の
記
事
の
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
Q
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ぜ
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芸術への情熱と技術への敬意を積み重ねながら、

一人ひとりは独立した画風を確立する。畏敬すべき一族の

歴史もまた、大河小説のごとき魅力に満ちているのである。




